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県土連の第３回役員会が１月21日、本会役員室で開催され、

第61回通常総会提出議案などについて審議が行われました。 

役員会冒頭、長岡秀人会長（出雲市長）は「今年は、元号が

代わる節目の年であり、２月６日には、総会及び本会の60周年

記念行事を控えている。引き続き役員の皆様には、本会の運営

に更なるご支援をお願いする。」と述べられ議事に入りました。 

役員会は、長岡会長が議長となり、議事録署名人に岩本一巳

理事（吉賀町長）と長﨑泰樹専務理事を選任し議案の審議が行

われました。提出議案は10議案で、それぞれについて事務局説

明の後、慎重審議が行われ、いずれも全会一致で了承されまし

た。 
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県土連 第３回 役員会開催 
平成30年度補正予算など10議案を了承 

＝ 承認された提出議案 ＝ 

第１号議案 会務報告 

第２号議案 平成30年度会計収入支出補正予算(案)について 

第３号議案 県土連補助金等交付規程の改正について 

第４号議案 第61回通常総会提出議案について 

第５号議案 第60回(平成30年度)全国土地改良功労者表彰候補者の推薦について 

第６号議案 平成30年度島根県土地改良事業団体連合会土地改良功労者表彰について 

第７号議案 諸規程の改正について 

第８号議案 技術顧問の選任について 

第９号議案 職員の募集について 

第10号議案 その他（報告事項） 
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農林水産省主催の農業農村整備事業に関する説明会が１月21日、

島根県土地改良会館で開催され、農林水産省から農村振興局整備部

設計課の石川英一調査官、宮袋友作課長補佐、同部経営局農地政策

課の阿部一徳経営専門官及び中国四国農政局幹部職員らが出席し、

県、市町村や土地改良区の役職員ら約130名参加されました。 

第１部の説明会では、平成30年度補正及び平成31年度当初予算概

算決定の概要、新規・拡充事業等や、農業用ため池の防災対策の強

化、基盤整備と農地中間管理機構との連携等について説明され、第２部では、市町村長や土地改

良区理事長との意見交換が行われ、石川調査官から、農業・農村の構造変化が進行し、また社会

全体の課題や価値観も大きく変化しているところ、市町村や土地改良区は土地改良事業を契機と

して、あるいは核として地域振興をどう図っていくか大変重要であると地区事例を交えての説明

があり、続いて参加者からは、国の財政も厳しい中、農業農村整備事業関係予算の総額確保に尽

力されたことへの感謝、引き続き当初予算の必要額確保等の数多くの意見や要望が出され、活発

な意見交換会となりました。 

また、意見交換会と同時刻に団体営事業等に関する説明（県農地整備課）があり、水利グルー

プからは、近年、非公共事業が創設されたことにより、関係予算が大幅に伸びており、非公共事

業の積極的な活用が望まれ、団体営土地改良事業における地方公共団体の負担割合の指針(ガイド

ライン)が設定される見込みであることから、拡充される地方財政措置を活用しようとする場合に

は、財政部局への情報提供や補正予算への準備をされたいとのこと。 

防災グループからは、島根県における今後のため池整備の方針として、国が示した｢新たな防災

重点ため池選定基準｣に基づき、平成31年５月を期限として、市町村とともに防災重点ため池を再

選定するとのこと。 

再選定された｢防災重点ため池｣を優先して事業対応する国の動き有り。 

〈ため池対策にかかる平成31年度制度拡充の内容〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業農村整備事業に関する説明会を開催 農林水産省主催 

説明会の様子 
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◆農業農村整備事業関係予算 概算決定の概要 

平成31年度農業農村整備事業概算決定額は4,963億円（対前年度比114.1％）となり、「臨時・

特別の措置」を除いても4,418億円（対前年度比101.6％）となりました。 

また、平成30年度補正予算とあわせると6,451億円となり、「臨時・特別の措置」を除いても5,905

億円となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆主な事業の内訳（公共、非講評） 

 

 

 

  

平成31年度農業農村整備事業関係予算概算決定の概要 
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１月19日（土）、20日（日）の２日間にわたり、島根県の観光

や食をＰＲする｢島根ふるさとフェア2019｣が、広島グリーンアリ

ーナ（広島市中区）において開催されました。 

開会と同時に島根県の特産物を買い求める多くの来場者が訪れ

(15.2万人：主催者発表)、大きな賑わいを見せました。 

今年は浜田藩開府400年の年にあたり、浜田の歴史を次の世代へ

つなぐ様々なイベントが浜田市を中心に開催され、島根県内の各

市町村の企業、各種団体が多くのブースを構え各地域の特産品の販売や伝統工芸品の作成体験や、

特設メインステージでは地域毎のＰＲとして神楽やどじょうすくい、和太鼓等が披露され、多く

の方が島根県の魅力を楽しまれていました。 

本会は、島根県農村整備課、山王寺本郷棚田実行委員会、上田平

佐棚田保存会、神谷棚田保全組合と参加し、しまねの農村景観フォ

トコンテストの展示や棚田に関するアンケート、棚田米のすくい取

りと販売を行い、多くの方に島根の棚田やお米、自然の魅力を発信

しました。 

 

 

開催日 行  事  等 開催地 

2月6日(水) 県土連第61回通常総会、60周年記念式典等 松江市(ﾎﾃﾙ一畑) 

2月12日(火) 第22回しまねの農村景観フォトコンテスト審査会  県土連 

2月13日(水) 土地改良区の運営に関する説明会 岡山県 

2月14日(木) 土地改良事業における財産管理制度活用マニュアル説明会 岡山県 

2月15日(金) 平成30年度「災害復旧技術向上のための講習」 県土連 

 

2 月の主な予定 

フェア会場の様子 

島根ふるさとフェア2019』開催 
「浜田開府400年 ＃ただいま島根」

主催：広島地区観光情報発信事業実行委員会（島根県･島根県内市町村等）

｢水｣｢土｣｢里｣ 

の未来を創造し働きます 

「水」‥‥農業用水や地域用水 

「土」‥‥土地や農地 

「里」‥‥農村空間、農家や地域住民が一体となった生活

水土里ネット島根 （島根県土地改良事業団体連合会） 

〒690-0876 島根県松江市黒田町432-1 島根県土地改良会館 TEL 0852-32-4141 

ホームページhttp://www.shimanedoren.or.jp/ メールsmndoren@shimanedoren.or.jp 

み ど り 

棚田米の紹介・販売 


